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研究成果の概要（和文）：石鏃は列島全域に広く分布している縄文時代の代表的な石器である。しかし、これま
で石鏃についての型式学的研究はあまり行われていなかった。そこで、本研究では石鏃にも特徴的な型式が存在
していることを明らかにし、関東・甲信地域において10型式の型式設定を行った。そして、石鏃型式は土器型式
とは分布域が異なる場合があることや、威信財として扱われたり、集団の象徴としての意味をもっていることを
解明した。

研究成果の概要（英文）：Ston arrowhead is a typical stone implement in the Jomon period widely 
distributed throughout the Japan archipelago. However, the type study of arrowhead has not been done
 so much so far. In this study, we clarified that there is a distinctive type of arrowhead and we 
established about 10 arrowhead types in the Kanto-Koshin region. And, the arrowhead type was 
clarified that the distribution region might be different from the earthenware type, it was treated 
as prestige goods, and had the meaning as a symbol of the group.

研究分野：考古学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

縄文時代の石器には、これまで独自の編年

体系がなく、常に土器との共伴関係により客

体的に時期を決定していた。 

縄文石器研究は、本来縄文土器と並ぶ研究

分野であり、石器広域編年網の整備は、社会

構造や集団関係・流通などの解明に必要不可

欠のものである。しかし、研究の黎明期にお

いて概念整備されなかったため、低い位置に

置かれてきた（大工原 1989・1999・2008 等）。 

縄文石器の研究は、個々の器種を扱う「個

別的研究」と複数の器種をまとめて扱う「石

器群研究」の流れがあり、読み取ることので

きる属性が限られる「個別的研究」では、特徴

を抽出できず型式といった時空的分類概念ま

で止揚する事例が少なかった。 

 本研究で主として扱う石鏃については、明

治時代より近年に至るまで多くの研究が行わ

れてきが、「個別的研究」が中心であり、いま

だ編年も地域性も大まかに把握されているに

過ぎない。また、「石器群研究」は旧石器の石

器群研究を援用した田中英司による石鏃の接

合資料を用いた実証的研究がある（田中 1977）

が、一つの事例紹介に過ぎず、他に同種の研

究がほとんど行われていないため、比較・検

討ができず、またそのための明確な方法論の

欠如から発展しなかった。 

そこで、問題点と検討課題を十分考慮して、

実際の遺跡の資料分析をもとに実践的研究を

行い、広域編年確立のための方法論を構築し

てきた（大工原 1996・1998・2008 等）。これ

まで定義なされていなかった「縄文石器」を

定義した。また、『縄文石器研究序論』（2008）

を刊行し、その概念・分類方法・型式設定の方

法など、基礎的研究と実践的研究を行い、研

究も成熟の域に到達している。 

 たとえば、「個別的研究」では、特徴のある

関東・中部地方の局部磨製石鏃に型式を設定

し、型式論の俎上に載せた（大工原 1990・

2006）。また、「石器群研究」を発展させる必

要があると認識し、自ら調査した縄文遺跡の

分析・検討を通じて、群馬県西部地域の前期

の石器群の技術的差異から、型式設定を行う

まで進展させつつある（大工原 1998）。さら

に、『刺突具の系譜』（笠懸野岩宿文化資料館

2003）において、本研究に先行する編年案の

構築を主導した。 

このように、現在は縄文石器の型式研究の

分野おいて、研究を牽引する役割を果たして

いる。 本研究の着想は、次のとおりである。

縄文土器研究では相当の年月をかけて広域編

年網を構築され、さらに最近ではＡＭＳ放射

性炭素分析法により実年代も推定され、時空

的尺度の規準が完成されつつある。この縄文

土器編年の精緻さは、世界最高水準のレベル

に到達している。そこで、時間軸の規準とし

て、土器編年網を積極的に利用することが、

研究の遅滞を回復する近道である。 

また、旧石器研究では、技術形態学的方法

から石器群を研究し、石器編年網を構築して

きた実績を有している。したがって、縄文土

器の編年網の活用と、旧石器の「石器群研究」

を併用し、縄文石器の編年網の構築すること

が、最善の方法であると考えるに至った。 

 

２．研究の目的 

本研究は、実施可能な条件が整っている関

東地方および甲信地方を対象地域とし、草創

期から晩期に至るまでの石鏃を中心とする押

圧剥離系列の石器群について型式設定と編年

を行うものである。このように地域を限定す

るのは、ひとつのモデルケースとしての意味

合いをもつからである。そして、本研究の有

効性が確認されれば、これを基軸として周辺

地域へ拡大することが可能である。将来的に

は列島全域の広域編年網の整備まで発展する

ことを展望している。 

 また、本研究では石材ごとに検討し、これ

は黒曜石のような遠隔地まで流通する石材と、

チャートやガラス質安山岩などの在地石材に

より、石器製作技術や型式構造にどのような



差異が認められるのかを明らかにする。その

結果、集団の領域や流通形態などを明らかに

することができる。 

 さらに、石器型式がどのように時間軸の連

続性をもっているものなのか、石器型式の画

期は土器型式と一致しているのか、異なって

いるのかといった両型式の歴史的特徴を明ら

かにしようと企図する。また、石器型式圏が

空間軸ではどのように配置されているのか、

近接する型式圏では類似しているのか、差異

があるのか、土器型式圏とは一致するのか、

異なっているのかといった社会的特徴も明ら

かにしようと考えている。 

 

３．研究の方法 

 縄文石器研究の方法は、①縄文石器を「石

器群」として扱い、②黒曜石と在地石材を区

分し、③技術形態学的に分類し、③製作工程

（式）と、狭義の石器の範型（型）に対し型式

を設定し、④その型式を用いて編年を行い、

⑤石器から縄文社会の時空的動態を明らかに

しようとするものである。石材ごとに検討す

る点と、式と型といった概念で重層的に型式

を設定することが本研究の大きな特徴である。

この方法が現状では最も確実・良である 

 また、すでに実績のある旧石器の石器群研

究法と、縄文土器研究の精度の高い編年網を

併用することにより研究成果の実現性と確実

性を高めようとすることにある。具体的には、

時間軸に強い土器の精度と、空間軸に強い石

器の精度を接続させることで、時空的に強い

石器型式を設定する方法を採用する（図１）。 

縄文石器の包含層の土器型式比率（帰属率）

は土器片の個数・重量を計測して算出するの

で、包含層の型式比率を客観的に示すことが

できる。この方法により包含される石器の時

期を土器型式の時期精度で確認することがで

き、信頼性は高いものとなる。 

 また、縄文石器の分類についても、従来の

用途論による分類は客観性に欠けるという弊

害があるため、本研究では記号論的に技術形

態学的特徴から系列という概念により大別と

細別する方法を採用する。石器系列（Series）

とは一連の技術で製作される一群であり、打

製系列・使用痕系列・複合技術系列（磨製）に

大別する。さらに、打製系列は押圧剥離系列

と直接打撃系列に細別する。本研究で対象と

するのは、石鏃を中心とする押圧剥離系列で

ある。この系列は最も地域性や時期性が強く

反映されるので、編年の基軸としては最適で

ある。この系列では原石・石核・素材剥片・剥

片・砕片・石器（狭義）が含まれる。これらの

工程配置は時期・地域で特徴がある。ゆえに、

この製作工程で製作された石器全体に対して、

「式（Series Type）」という概念で型式設定で

きる。また、この系列では製作された石鏃・石

槍・石匙など定型化された器種に対しては範

型論（小林 1967）的検討、すなわち石材・形

状・技術の３つの情報により「型（Tool Type）」

という概念で型式を設定することができる。

このように、石器型式を「式」と「型」として

重層的に理解することで、強固な石器型式の

設定が可能となる。こうした縄文石器の型式

概念を用いた石器編年網の整備が目的である。 

  
４．研究成果 

 本研究において多くの型式を設定し、研究

成果報告書『石鏃を中心とする押圧剥離系列

 

図１ 土器型式と石器型式の関係 



石器群の石材別広域編年の整備』を刊行し

た。設定した主な型式は次のとおりである。 

内湾三角形鏃（微隆起線文～多縄文段階） 

石鏃の出現は、隆起線文土器段階の最終段階

（微隆起線文段階）との説が有力である。群

馬地域の出現期の石鏃の特徴は、側縁部がや

や内湾し、基部

が平基となるお

むすび形を呈す

る（図２）。こ

の系譜の石鏃

は、爪形文段階

から多縄文段階

まで継続する。 

 

曽根型長脚鏃（草創期中葉：爪形文段階） 

従来から注目されてきた形態の石鏃であり、

長脚鏃・長身鏃・円脚鏃から構成されるもの

である。今回、諏訪湖底の曽根遺跡出土の石

鏃形態を詳細に分析することで、主要な形態

を浮き彫りにすることができた。これを典型

例として曽根型長脚として型式設定した。今

後は、周辺地域の同形態の石鏃との関係性に

ついて分析していく必要がある。 

堀込型（早期前葉：撚糸文後半期） 以前か

ら注目されていた石鏃形態である。撚糸文後

半段階（天矢場式）に東関東地域を中心に分

布する。形状は特徴的な平基無茎鏃とわずか

に凹基となる無茎鏃で、細長い形状を特徴と

する（図３）。１類～３類の３形態に細分さ

れる。ほとんどがチャート製である。また、

技術面では、

光沢が出るま

で研磨する局

部磨製が大き

な特徴であ

る。 

柳久保型（早期中葉：沈線文段階） 群馬県

柳久保遺を標式とする凹基無形鏃である。基

部を樋状剥離で作出する特徴がある。信州産

黒曜石が多用されている。 

（仮称）東長山野型（中期後葉：加曽利Ｅ式

前半期） 千葉県の外房から北部に存在する

特徴的な大形鋸歯縁鏃で、２つの形態が存在

する。神津島産と推定される黒曜石が多用さ

れており、潤沢な黒曜石の流通を背景として

成立した型式であると考えられる。 

桧の木型（中期末葉～後期前葉：加曽利Ｅ３

式～堀之内式期） 栃木県東部の桧の木遺跡

を標式とする特徴的な平基有茎鏃である。特

徴は、非常に短い茎部が作出されていること

にある。関東地方における初源的な有茎鏃の

である。加曽利Ｅ３式段階に出現し、後期前

葉（堀之内式期）まで継続し、徐々に茎部が

長くなっていく。 

安通型（晩期前葉：安行 3a～3b 式期） 群

馬県北半部を中心に分布する晩期前葉（安行

3a～3b 式期）の型式で、良質の石材（チャ

ート・珪質頁岩・黒色頁岩等）を用いた、大

形で非常に精緻な凸基有茎鏃である。厳密な

範型を有しており、基部形状と長さから４形

態に細分される（図４）。集団の表徴（シン

ボル）としての意味も有している。 

茅野型（晩期前葉：安行 3a～3b 式期） 榛

名山東南麓に位置する榛東村茅野遺跡でまと

まって出土しており、これを標式とした型式

である。時期は晩期前葉（安行 3a～3b 式

期）と推定される。黒曜石を素材とした細身

長身の凸基有茎鏃である。１集団＝１型式の

 

図２ 内湾三角形鏃 

 

図３ 堀込型石鏃 

 

図４ 安通型石鏃 



ローカル型式である。黒曜石流通の限界集落

の威信財としての意味をもつ。 

後谷型（晩期前葉：安行 3a～3b 式期） 埼

玉県南部の桶川市後谷遺跡に典型例が複数存

在しており、これを標式とした石鏃型式であ

る。大形の平基有茎の鋸歯縁鏃であり、チャ

ートが多用される。晩期前葉（安行 3a～3b

式期）と推定される。大宮台地を中心に分布

しているが、さらに広がる。 

下布田型（晩期中葉：安行 3d 式期） 東京

から神奈川にかけての多摩川流域を中心に存

在する型式である。いわゆる飛行機鏃と呼ば

れるもので、チャートを素材とし、側縁部に

突起を作出することが大きな特徴である。晩

期中葉（安行 3d 式）に限定される。 

（仮称）御社宮司型（晩期中葉～後葉：佐野

Ⅱ式～女鳥羽川式期？） 下布田型の飛行機

鏃の影響下に成立した石鏃型式であり、黒曜

石を素材とし、下布田型の崩れた形態と、そ

れから独自に形態変化した飛行機鏃の型式で

ある。本研究では基礎的分析を行った。今

後、正式に型式設定を行う予定である。 

石鏃製作工程に関する研究 下総地域の中期

後葉（加曽利Ｅ式前半期）の中峠遺跡第６次

調査の石器群を分析し、その工程配置につい

ての研究を行った。 

石器石材の研究 黒曜石については、蛍光Ｘ

線分析を実施した。時期がある程度限定され

る資料を選択した。分析した遺跡は関東・中

部地方の早期中葉から晩期末葉までの 11 遺

跡で、精度の高いデータが蓄積された。 

在地石材についは、群馬県内の利根川水系

烏川水系の河川礫と、群馬県内の後・晩期遺

跡の剥片についてプレパラートを作成し、基

礎データを蓄積した。主な分析石材は、黒色

安山岩・黒色頁岩・チャートなどである。 

ホームページ・データベースの構築 ホーム

ペーシを制作し、研究成果を公開した。ま

た、石鏃データベースを構築し、公開した。 
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